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本書の標題はロンドン大学ユニバーシ
ティカレッジ教授であったアレキサン
ダー・ウィリアム・ウィリアムソン（1824
～ 1909）の伝記の体裁をとっていますが、
内容は19世紀英国の大学教育の進展を紹
介し、その英国へ留学した“長州ファイブ”
と“薩摩の19人”を中心とする明治維新前
後の日本の若者たちの悲壮な心情と苦闘を
描いたものです。

読み取ってもらいたいことの第一は、
ウィリアムソン教授が教育の理念として

「異質の調和（個人や国家のもつ多様な文
化を調和させてこそ文明は発達する）」を
掲げ、教育を実践したことです。攘夷の嵐
が吹き荒れる日本からの留学生“長州ファ
イブ”をロンドンの自宅に住まわせ、エマ
夫人とともに彼らの修学を支えたこともそ
の実践の一つです。このことは、大学教育
に“市場原理”をもち込む考え方に対する
一つのアンチ・テーゼとなります。

ビジネスパーソンなら、一度は耳にした
ことがある「ハーバード流○○術」。本書
は、交渉学の先駆けであるハーバード・
ロースクールの交渉学研究所から提唱され
た交渉術をわかりやすく記述したものです。
交渉というと何か小難しいことのようです
が、研究においても「交渉」を行う場面に
は毎日のように遭遇します。共同研究の進
め方や、研究グループでのテーマ設定、あ
るいはラボでの教員と学生の間で交わされ
る夏休みの日程調整すらも、すべて交渉が
行われています。その中で、自分が我慢し
たり、逆に相手に無理を強いてしまい、う
まく物事が進まなかった経験のある方もお
られるのではないでしょうか。最近よく用
いられる“Win-Win”の先駆けとなった「原
則立脚型交渉」に基づいて、さまざまな交
渉の場でいかに相互利益の道に導けるかを
示してくれます。

本書は私が企業の研究所にいた頃、お世

話になった先輩社員か
ら勧められて読んだも
ので、その先輩は共同
研究・共同開発の達人
でした。私が紹介する
にはおこがましいです
が、ビジネス書を読ん
でみたい、でもどんなものから読めばよい
のか……とお悩みの方に、明日から役に立
つおすすめの一冊です。とくに学生の方に
は、円滑なラボライフや将来のビジネスの
ために、ぜひご一読いただくと良いのでは
ないでしょうか。
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第二は、1852年の“黒
船来航”以来、欧米列
強による日本の植民地
化を恐れる“長州ファ
イブ”が「生きたる器械 

（西欧文明を身につけ
た人間）」になることを
目的に国禁を犯してまで英国留学を果たし

（1863年）、苦学の末に“有用な技術を学ん
で祖国の近代化に役立つ人間になる”とい
う深甚な意識をもつに至る経緯です。これ
により“薩摩の19人”らと併せて、彼らは
日本の近代化への架け橋となりました。こ
れは“自分探しの旅”に出ると称して外国
へ遊びに出る最近の軟弱な風潮への痛烈な
皮肉でもあります。

ほかにもいろいろと学ぶことの多い書物
です。
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